




　突然襲ってくる土砂災害から暮らしを守り、
安心して生活できる地域づくりを目指します。

　自然のなかで育つ多様ないのちと共生していくために、
渓流及び流域にとけこんだ質の高い整備を推進していきます。

　流域に暮らす皆さまと災害や防災の情報を共有し、
安全・安心の暮らしを目指した交流・協働を大切にします。



　天竜川流域には、風化しやすい花崗岩などが広範
囲に分布しています。さらに、日本列島を縦断する
大断層「中央構造線」や「糸魚川－静岡構造線」な
ど、いくつもの構造線が走るもろい地質構造になっ
ています。また、流域の源頭部を形づくる中央アル
プス、南アルプスは現在も隆起し続けており、山の
斜面では大規模な崩壊が起きています。

天竜川流域の地質

　天竜川は諏訪湖に源を発し、長野県南部、愛知県東部、静岡県西部を貫いて遠州灘に
注ぐ、流域面積5,090km2、幹川延長213kmの急流河川です。上流部は狭窄部と盆地
が連続してつながる地形で、狭窄部上流の盆地に人口や資産が集中しています。さらに、
3,000ｍ級の山々が連なる中央アルプス・南アルプスから流れこむ支川は急勾配です。
　このため、洪水時には支川から大量の水と土砂が一気に本川に流れこみ、狭窄部上流
の盆地等では、ひとたび氾濫が起こると甚大な被害が発生します。

天竜川本川と支川の勾配



　伊那谷では、「田切地形」とよばれる独特の地形が発達し
ています。田切とは文字どおり、川が田を切るように深い谷
をつくることです。天竜川上流域では、中央アルプスの隆起
と急流な支川の浸食作用により運ばれた土砂が、山裾に堆
積し扇状地が発達しました。これをさらに急流な支川の流
れが削り田切地形となりました。

年間降水量の比較

年平均降水量の分布
（mm）

田切地形の形成

　流域の気候は、3000m級の山岳地帯から太平洋の平
野部まで南北に細長い地形のため、地域的に大きな差が
あります。天竜川上流域の平地部は内陸性気候のため、
年間降水量は約1200～1800mmと少ないのに対し、
支川の山地源流部では約1400～2800mmと多くなっ
ています。



　昭和36年6月、台風の接近と梅雨前線の停滞により、伊那谷では1
週間で年間平均雨量の3割を超える豪雨（飯田測候所：総雨量
579mm〈6/23～7/1〉）を記録、各地で土砂災害が発生しました。
下伊那郡大鹿村では、大西山が崩れ落ち（幅500m、高さ450m）、約
320万m3の土砂が小渋川対岸の集落を襲い、42名の尊い命を奪い
ました。
　さらに天竜川の本川でも、小渋川をはじめとする支川から流れ
込んだ大量の土砂によって河床
が上昇し、各地で堤防が決壊な
どしたため、広い範囲にわたっ
て水害となり、死者・行方不明者
130名の大災害となりました。

　9月の台風24号に伴う豪雨により、遠山川
流域で大規模な崩壊が発生、その大量の土砂が
流れ込んだため遠山川が氾濫し、家屋82戸や
遠山中学校の校舎が濁流に流されるなどの被害
がありました。

上伊那・下伊那地域における被災状況

人的被害

家屋被害

死者・行方不明者

負傷者

全壊・流出・半壊

浸水

130名

1155名

516戸

12452戸



　三峰川流域を中心に、多いところで580mmの雨量を
観測、各地で浸水や土石流による被害が発生しました。

土砂と混じって流下
した大量の流木が、
被害をいっそう拡大
しました。

　集中豪雨により伊那谷全域で浸水被害や土砂災害が発
生しました。JR飯
田線や中央自動車道
の被災など、ライフ
ラインが切断されま
した。

　近年、異常気象が頻発しており、
天竜川がいつ「暴れ天竜」に変貌
してもおかしくない状況にあり
ます。

●支川下流や本川で発生する洪水氾濫

被害被害

土砂堆積により河川水位が計画水位よりも上昇し洪水氾濫発生

堤
防

堤
防

計画高水位

土砂堆積により安全に流すことが出来る断面が減少
洪水前

●支川で発生する土石流災害 ■天竜川の土砂災害発生のしくみ
　天竜川の荒廃した水源地では、崩れた土砂が渓床に堆積しており、大雨が降
ると一気に土石流となって流れ下ります。急勾配の渓流で発生した土石流はあ
っという間に流下し、すさまじい破壊力で谷間の集落に襲いかかります。

　また、流れ出た土砂が支川の下流部や
天竜川本川に堆積し、河床が上昇するた
め、破堤等による洪水氾濫が発生します。
洪水氾濫は、広い範囲にわたって、また
比較的長時間、被害が及ぶという特徴が
あります。河床上昇

①支川から大量の
土砂が本川へ流入

②本川に土砂が堆積して河床が上昇

③洪水氾濫発生
支川

天竜川本川

洪水氾濫

上伊那・下伊那地域における被災状況
人的被害

家屋被害

負傷者

全壊・半壊・一部破損

浸水

1名

20戸

92戸

上伊那・下伊那地域における被災状況

人的被害

家屋被害

死者・行方不明者

負傷者

全壊・流出・半壊

浸水

4名

17名

121戸

1370戸

平成18年7月 豪雨災害
上伊那・下伊那地域における被災状況

人的被害

家屋被害

死者・行方不明者

負傷者

全壊・流出・半壊

浸水

4名

6名

11戸

328戸



①流出土砂調整効果
　出水時に上流から流れ出てきた土砂を受け止め、下流に
一気に流れ出さないようにします。堆積した土砂はその後、
普段の水の流れで少しずつ下流に流れていきます。

②土砂生産抑止効果
　渓流の作用により渓岸の浸食が進み、山脚が不安定化し
ますが、砂防堰堤を設置すると、上流に土砂がたまることで
川幅が広がり、勾配も緩やかになるため山脚が安定します。
すると草木が生えて、渓岸の浸食はより少なくなります。

　 平成22年7月に起きた豪雨
災害では、飯田市南信濃地区の
伊ノ木沢で土石流が発生しまし
たが、伊ノ木沢砂防堰堤が土砂を
補足し、下流の安全を守りました。

　砂防林は出水時に渓
岸を保護するなどの防
災上の機能を有すると
ともに、渓流周辺に生
息する動物にとって良
好な環境を保持すると
いう機能があります。
渓岸にある林を植林・
整備して、砂防林にし
ています。



■さまざまな砂防堰堤
　流出土砂調整効果や土砂生産抑止効果のある砂防堰堤（不透過
型）の他にも透過型砂防堰堤と呼ばれるものがあります。透過型砂
防堰堤は、渓流の連続性を損なうことなく平常時に土砂を流下させ
ることが可能で、土石流を捕捉または洪水中の土砂流出を調節しま
す。透過型堰堤は不透過型に比べ、魚類など生態系への影響が少な
いという特長もあります。

　上流の砂防堰堤で土砂が流れ出さないようになっても、流れる水は止めら
れません。このため、勾配が急な川では、出水時に水の力により渓岸や川底が
削られます。また、削られた土砂は下流に運ばれ勾配がゆるいところに堆積し
て川の水があふれる原因になります。川底の土砂が移動しないようにするた
め、コンクリートの壁を階段状に入れ、勾配をゆるくして水が流れるスピード
を遅くします。



　天竜川支川の小渋川流域、三峰川流域、遠山川流域、それに5つの渓流からなる竜西流域の、あわせて4流域
で砂防事業を行っています。これらの支川はいずれも、荒廃の著しい山岳を水源とする土砂生産の多い川で、過
去に何度も大きな土砂災害が発生しています。しかも、下流には人口の集中する都市や、工場、農地なども集積
しているため、一刻も早い対策が必要です。

　市街地や資産が川沿いに形成されており、特に下流
部には飯田市南信濃の中心地が位置し、人口・資産が
集中しています。

　天竜川右岸の支川である太田切川、中
田切川、与田切川、片桐松川と、左岸支
川の新宮川の流域からなる地域です。下
流には人口・資産が集積しているほか、
中央自動車道やＪＲ飯田線が通っている
ため、ひとたび災害が起きると、被害は
広域に及ぶおそれがあります。

太田切川直轄砂防区域

流域面積（km2）

流路延長(km)

天竜川合流点と
源流の標高差(m)

平均河床勾配

直轄編入年

中田切川 与田切川 片桐松川

61.5

15.6

約2300

1/7

昭和37年

22.5

14.0

約2300

1/6

昭和37年

42.7

15.9

約1800

1/9

昭和37年

28.4

12.9

約1800

1/7

昭和34年

58.0

12.9

約1100

1/12

昭和37年

新宮川

342.5

39.3

約2700

1/15

昭和52年

流域面積（km2）

流路延長(km)

天竜川合流点と
源流の標高差(m)

平均河床勾配

直轄編入年



　天竜川本川との合流点付近には、上伊那地域の拠点的機能を有して
いる伊那市が位置しているため、災害が起きた場合の地域経済への影響
ははかりしれません。また、三峰川本川の美和ダムが、大量の土砂や流木
の流入で機能低下する危険もあります。

　災害時には、沿川の氾濫や小渋ダムの機能低下による被害が発生
すること等が懸念されています。

295.0

31.8

約2600

1/12

昭和12年

流域面積（km2）

流路延長(km)

天竜川合流点と
源流の標高差(m)

平均河床勾配

直轄編入年

481.4

60.4

約2300

1/26

昭和26年

流域面積（km2）

流路延長(km)

天竜川合流点と
源流の標高差(m)

平均河床勾配

直轄編入年

■砂防事業の効果－－ 近隣観測所における雨量観測実績

時間雨量（mm/hour）

最大24時間雨量（mm/24hours）

連続雨量（mm/3days）

昭和36年

34

263

380

昭和58年

38

214

290

鹿塩雨量観測所

出典：長野県大鹿村資料、被害額はデフレーターで58年額に修正してある。

長野県下伊那郡大鹿村の災害比較

36年災害 58年災害

死者行方不明者　　　負傷者　　　人家全半壊　　　被害総額

昭和36年災害直後 昭和58年災害直後

砂防堰堤

被害額
約１／２０へ



　地すべりは、ゆるい斜面を構成する土塊の一部が、すべり面に沿って比較的ゆっくりと滑動する現象です。天竜川上流域
は、中央構造線をはじめとする断層の影響で地質構造が複雑なため、地すべりが多く発生する地域です。小渋川流域の入谷
地区（大鹿村）と遠山川流域の此田地区（飯田市）で、直轄地すべり対策事業を実施しています。

■入谷地区
　下流に大鹿村の中心地である鹿塩や大
河原の集落があります。この集落や道路、
耕地、公共施設等を地すべりに伴う土砂
災害から守るために、集水井工、横ボー
リング工、アンカー工などによる対策工
事を進めています。

■地すべり発生のしくみ
　水を通しにくい安定した地層の上に地下水がたまると、水の圧力によって
上部の土塊が押し上げられ、ゆっくりと動き始めます。

■構造線と地すべりの関係
　天竜川上流域には、中央構造線、戸台構造線、仏像構造線といくつもの断
層が走っているため、破砕帯（ひび割れてくだけやすくなっている地層）が
広く分布しています。破砕帯では、断層が動く力で地質が変質し、粘土化し
ている場所が多く、こうした場所で多くの地すべりが発生します。天竜川上
流域のように破砕帯が原因で起きる地すべりのことを破砕帯地すべりといい
ます。

此田地すべり

天竜川上流域の地質と構造線の分布

所在地　　　　　　 長野県下伊那郡大鹿村入谷地先
　　　　　　　　  （小渋川支川鹿塩川､小支川塩川左岸）

地すべりの範囲　　 面積：138ha、標高差：約500m、
　　　　　　　　　 東西方向の長さ：約1200m

推定地すべり土量　 約25157（千ｍ3）

直轄編入年月日　　 昭和63年4月8日

入谷地すべり

→
塩川

A B C

D

E

F
G



■此田地区
　地すべり地の直下に中央構造線が走って
います。下流には飯田市南信濃の中心地で
ある和田の集落があります。この集落や道
路、耕地、公共施設等を地すべりに伴う土
砂災害から守るために、集水井工、横ボー
リング工、杭工などによる対策工事を進め
ています。

　地すべり対策工事には、大きく2つの種類があります。一つは、地すべりの原因を取り除く工事（抑制工）で、これには
表面排水路工、横ボーリング工、集水井工、護岸工などがあります。もう一つは、地すべりの滑動そのものを力で抑える工
事（抑止工）で、アンカー工や杭工などがあります。

所在地　　　　　　 長野県飯田市南信濃此田地先
　　　　　　　　  （遠山川支川、小嵐川右岸）

地すべりの範囲　　 面積：88ha、標高差：約300m、
　　　　　　　　　 東西方向の長さ：約1200m

推定地すべり土量　 約24860（千ｍ3）

直轄編入年月日　　 昭和63年4月8日

 横ボーリング工
　地表面から直接、地下水を集水するため
の管を地中に通し、地下水を取り除く工法。

 集水井工
　直径3.5m程度の井戸を掘り、そこから地
下水を集水するための管を地中に通して、
地下水を取り除く工法。

 杭工
　地すべり土塊の下の固い地盤まで杭を打
ち込むことによって、地すべりの滑動をお
さえる工法。

 護岸工
　コンクリート等で壁を
つくり、地すべりの末端
部が渓流の作用により新
たに崩れるのを防ぐ工法。

＊上の図の青文字で示した工事は抑制工、

　赤文字は抑止工

集水井工

表面排水路工

横ボーリング工

護岸工

杭工

アンカー工

 表面排水路工
　水路をめぐらせ、地すべり地に降った雨水や、集水井や横
ボーリングによって集水した地下水を川などに排出する工法。

←
小嵐川

 アンカー工
　地すべり土塊の下の固い地盤にアンカーを
定着させ、地すべりの滑動をおさえる工法。

A B C



　山崩れ・崖崩れなど
の斜面崩壊のうち、す
べり面が表層崩壊より
も深部で発生し、表土
層だけでなく深層の地
盤までもが崩壊土塊と
なる比較的規模の大き
な崩壊現象。
※（「改訂 砂防用語集」）

■特徴
　１）斜面を構成する土塊は崩壊と同時にバラバラになって移動

するか、あるいは原形を留めてすべり始めた後にバラバラ
になる。

　２）崩壊土塊（土砂）は高速で移動する。
　３）崩壊土塊（土砂）の大部分は崩壊範囲の外へ移動する場合

が多い。

地質や気候条件が概ね等
しいと考えられる地域を
対象に、１km2の渓流レ
ベル単位で、深層崩壊実
績、地質構造・微地形、
地形量の３指標で評価。

伊那谷で発生した深層崩壊（大鹿村大西山の崩壊）



　昭和36年の伊那谷豪雨災害において、大鹿村で多くの犠牲者を出した大西山の崩壊は、深層崩壊によるものと考えら
れています。また、平成23年の台風１２号に伴う豪雨では、奈良県・和歌山県で多くの深層崩壊が発生し、甚大な被害
が発生しています。

　深層崩壊調査の結果を受けて、
様々な取り組みを実施しています。
　１．深層崩壊が発生したことを

想定したシミュレーションを
実施し、氾濫範囲やその影響
について検討しています。

　２．検討結果を元に、各自治体
に対してどのような状況なの
か、説明しています。

　３．当面の対策として、深層崩
壊の危険度が高い渓流を優先
的に施設整備を進めていきま
す。

　４．大規模土砂崩壊が発生した
場合に備えて、緊急的な調査
及び高度な技術を使った工事
を検討しています。

平成25年度以降は、深層崩壊による
被害想定シミュレーションを実施する。

●改正土砂法の施行により、大規模な土砂

災害が急迫している状況において、市町村

が適切に住民の避難指示の判断等を行える

よう、国は緊急調査を実施する必要がある。

悪天候時や夜間も広域で監視が可能な、振

動センサーを用いた早期検知システムの構

築を図り、大規模な土砂移動の発生時の緊

急調査を迅速化することを目的とする。

１．深層崩壊に関する調査

３．大規模土砂移動の早期把握

２．深層崩壊への対応

■：24年度調査箇所
■：既往調査箇所
■：24年度調査箇所
■：既往調査箇所

１．大規模土砂移動検知システム

（参考）過去の土砂災害における崩壊土砂量

　このように、深層崩
壊は一度発生すると、
崩壊土量が多大になる
ため、その被害が及ぶ
規模も範囲も非常に大
きいものになります。



　天竜川流域の床固工群に
は、魚が川をさかのぼるた
めの常水路や、ゆるやかな
階段状の斜路を各所に設置
しています。また、護岸はな
るべく自然の河岸に近づく
よう、曲線状にするなどの
工夫をしています。

　砂防工事前には入念な環境調査を行い、川の生態系を壊
さないよう配慮しています。

　スリット式などの透過型堰堤は、不透過型にくらべて魚
の移動がしやすいというメリットがあります。

斜路のしくみ



　自然石を使用した床固工など、今日の砂防施設は周辺の
景観にとけこんでいます。

　砂防施設そのものが、美しく力強い景観をつくりだして
いる事例もあります。

■水系一貫の総合的な土砂管理
　川は水を流すだけでなく、大量の土砂
を山から海まで運びます。砂防事業では、
山から海までの土砂の流れについて、生
態系にも配慮して、水系一貫したバラン
スの良い土砂管理を進めようとしていま
す。与田切川では、この総合的な土砂管
理の取り組みとして、流れる土砂の量と
質を観測・解析し、土砂の動態を把握し
ています。



　太田切川流域では昔から川除林の整備によって、
土石流災害を軽減してきた歴史があります。昭和37
年に直轄砂防事業が着手され、施設の整備に伴い背
後地においては水田利用が拡大しました。近年では、
上流域での砂防堰堤、床固工群等の整備により、以前
の氾濫原も流路が固定され、河道が安定し、さらに中
央自動車道の開通に伴い、背後地に工場が新たに立
地されるようになりました。
　このように、太田切川流域は川除林から、水田、工
場等へと土地利用が高度化されてきました。

　太田切川床固工群の整備が進んだこと
により、伊那テクノバレー計画が昭和61
年に策定され、菅の台周辺はリゾートス
ポットゾーンとして位置づけられ、観光
開発が進められるようになりました。菅
の台周辺は、以前は鉱泉宿が１軒ある駒
ヶ岳の登山口にすぎませんでしたが、現
在では年間約60万人の観光来訪者のあ
る駒ヶ根高原の観光拠点に生まれ変わり
ました。

かわ よけばやし



　三六災害で壊滅的な被害を受けた小渋川流域の大鹿村。親水性の高い大河原床固工の整備に伴い、周辺において、中央構造線
博物館、郷土資料館、崩壊地跡に大西山公園などが整備されました。これらの施設では、災害を伝え防災について学ぶ展示やイベ
ント、野外学習教室なども開催されています。

　伊那谷は段丘地形の発達した地域であり、水利条件の悪い段丘上に住む人々は大変な苦労を重ねて農業用水や生活用水を確保
してきました。現在では、砂防堰堤や床固工が土砂の流出を防ぎ、河床を安定させることで、取水口等の利水施設を保全している箇
所がたくさんあります。

　昭和36年6月豪雨では、新宮川の膨大な土砂流出と激しい洪水により、沿岸の駒ヶ根市中沢地区や天竜川との合流点付近は激甚
な被害に見舞われました。現在では、砂防堰堤や唐山沢砂防林が整備されたことにより、流域の安全度が格段に向上し、下流域は企業
や工場の進出が進み、地域の産業拠点の一つになっています。

青木川

小渋川

青木川

小渋川



　平成18年度より相互連携や地域支援のあり方について国・
県・市町村(上・下伊那)による検討会を組織・開催し、検討を進
め「大規模土砂災害等の発生時における地域連携マニュアル」
を策定し、このマニュアルを基に各市町村と「大規模土砂災害相
互協力協定」を締結しています。
　また、流域の各防災行政機関が防災・災害情報を共有し、災害
時には、迅速に連携できるようにするための支援ツールとして、
「天竜川流域防災GISシステム」を開発し、平成21年度より運用
しています。このシステムを用いた国・県・市
町村等との合同防災訓練を実施しています。

　災害にかかわる観測・監視情報を関
係自治体にリアルタイムに提供できる
よう、監視システムとネットワークの
整備を進めています。雨量や水位の観
測データ、土砂移動検知センサや監視
カメラの情報は、事務所・出張所など
に集約され、光ファイバーによるネッ
トワーク網により、リアルタイムに関
係自治体に届けています。また、水位
や雨量などの情報は、インターネット
を通じて地域住民も常時、閲覧するこ
とができます。

■インターネット上での監視カメラ画像の配信



　地域で建設や測量の業務に携わっている民間会社は、
現場の事情に精通しているだけでなく、いざというとき
の人員や資機材の手配等への対応が迅速で、大規模災害
時の応急対応などに活躍が期待されます。そこで、地元
建設会社、測量設計コンサルタントなどと災害復旧や緊
急調査などに関する協定を結び、協力を要請する体制を
整えています。

　砂防工事での品質向上を目指して官民の技術者がともに手を携えていこうと、平成14年に結成した勉強会です。年数回
の勉強会や、各地の砂防施設見学会などの活動を続けています。

　   

　台風１２号（Ｈ２３.９）に際
し、被災した三重県熊野市、
奈良県十津川村に、事務所
から職員を派遣しました。
現場では、土砂により埋ま
った道路や橋、崩れた斜面
などを調査し、早期復旧の
ための工法を検討しました。

　災害時には、自治体の要
請を受け、事務所職員や災
害対策車を派遣しています。

　地球温暖化の緩和策としてCO2 を排出しないクリーン
エネルギーの普及・促進に向けて、集水井から排水される
湧水を利用したマイクロ水力発電の可能性を確認するた
め、平成22年3月より実証試験を行っています。

・平成２３年、台風１２号の被災地への職員派遣

・ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ隊（緊急災害対
  策派遣隊）、災害対策車の派遣



　昭和36年６月、長野県南部を襲った大災害（通称「三六災害」）から50年を迎え、災害を風化させず教訓として継承し、
水害・土砂災害に備えた地域づくりを目指すことを目的として、伊那谷地域の17の国及び県の防災関係機関等と22の関係
市町村により「三六災害50年実行委員会」が組織されました。シンポジウム、パネル展示、防災訓練、座談会など約100
の事業を実施し、「地域防災力向上に向けた防災活動の手引き（三六災害50年実行委員会作成）」や記録誌「想いおこす
三六災害50年（社団法人中部建設協会作成）」などの有用な資料を作成しました。

駒ヶ根高原内にある自然の営み・歴史文化などが感じられる地域資源を、野外展示物と見立てた青空博物館です。地域防災力の
向上や地域の活性化の機会を創出することを目的とし、駒ヶ根市、宮田村と協働して、地域住民・防災関係者・観光客を対象とした
ガイドツアーや防災講習会等を開催しています。



　伊那谷地域の「土木」、「暮らし」、「自然」などにまつわる先人の足跡を「人と暮らしの伊那谷遺産」として選定・提案し、情報
発信することで、防災教育や地域振興をより効果的に支援する試みを進めています。

　地域の人々が安心して安全に暮らせる社会資本整備を行うことにより、貴重な民俗芸能の継承に貢献しています。

　地域住民、特にふるさとの将来を担う子どもたちを対象に、砂防に関する知識の普及や防災意識の向上を図るため、さまざまな
防災教育活動を実施しています。砂防工事現場見学会や地域イベントの場を活用した活動などを積極的に進めています。
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